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こ
の
ほ
ど
肱
川
町
農
業
資
料
館
か

大
駄
場
の
県
立
自
然
公
園
の
近
く
に

新
築
落
成
し
、
四
月
の
開
館
を
め
ざ

し
て
準
備
か
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
館
は
、
農
村
地
域
農
業

構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
、
鉄

骨
平
家
建
一
部
地
階
の
構
造
（
建
物

延
面
積
八
三
六
・
一
面
）
、
事
業
費
八

千
三
百
万
円
で
昨
年
七
月
に
着
工
し
、

―
二
月
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

建
物
は
自
然
景
観
に
調
和
す
る
よ

う
外
観
設
計
に
配
慮
さ
れ
、
内
部
は

直
射
日
光
を
し
ゃ
断
し
た
展
示
室
（
三

五
0
面
）
、
特
別
展
示
室
（
五
八
面
）

、

研
究
室
（
五
四
，m
）‘

談
話
室

（
四
七

,m
)、
事
務
室
他

（七
三
面
）
と
、
余

裕
を
と

っ
た
収
蔵
室

(
-
三
九
面
）

を
地
階
に
設
け
て
い
ま
す
。
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
一

0
月
に
‘

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
―
二
月
に

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
別
表
の
よ
う
な

成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
か
出
来
ま
し

こ
。
f
 皆
さ
ん
の
暖
か
い
お
こ
こ
ろ
ざ
し

に
深
く
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

ひ
と
ま
ず
県
共
同

赤
い
羽
根
共
同
募
金

町
内
の
各
戸
へ
あ
る
い
は
学
校
、
職

域
団
体
、
法
人
へ
お
願
い
し
、
ま
た
婦

人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
募
金
な
ど

で
こ
の
運
動
を
す
す
め
て
来
ま
し
た
。

そ
の
募
金
額
は
‘
表
ー
の
通
り
合

計
で
三
九
二
、
六

一
五
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
募
金
は
‘

I "訂 IJlU, uw I J~t, OlJ I 1ヽo./11゚I

み
な
さ
ん
の
善
意

0
四
人
の
万
刃
へ

昭
和
四

0
年
頃
よ
り
、
町
内
の
み

な
さ
ん
か
ら
公
民
館
へ
出
品
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
ス
キ
や
糸
車
な
ど

約
二

0
0
0
点
の
民
具
は
‘
こ
の
農

業
資
料
館
へ
移
管
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
は
‘
せ
っ
か
く
寄
贈
い
た

だ
き
な
が
ら
、
活
用
に
至
ら
ず
眠

っ

た
ま
ま
に
終

っ
て
い
ま
し
た
か
、
今

後
は
教
育
的
配
慮
の
展
示
に
よ

っ
て

大
駄
場
に
農
業
資
料
館
完
成

開
館
は
四
月
一
日

資
料
の
一
点
一
点
か
よ
み
か
え

っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
業
資
料
館
は
‘
こ
れ
ら
の
民
俗

資
料
を
始
め
と
し
て
、
農
林
業
、
歴

史
、
考
古
、
自
然
科
学
、
芸
術
関
係

の
資
料
、
標
本
、
作
品
も
収
集
保
存

展
示
を
し
て
、
総
合
博
物
館
的
機
能

も
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
館
か
、
農
林
業
振
興
の

研
究
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
は
、
実
物
教
育
の
学
習

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
肱
川
の
明
日
の

文
化
を
創
造
す
る
拠
点
と
な
る
よ
う

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

募
金
会
へ
送
金
し
て
、
配
分
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
県
内
の
地

域
の
社
会
福
祉
事
業
や
独
居
老
人
の

援
護
‘
心
身
障
害
者
対
策
等
の
た
め

に
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

績
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募

体

1-

赤、̀
lー

別

頭

校

団

種

城

＾

表

戸

街

学

殿

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

II

皆
ん
な
で
、

明
る
い
お
正
月
を
IJ

を
合
言
葉
に
‘

―
二
月
に
部
落
長
さ

ん
を
通
じ
て
各
戸
へ
お
願
い
し
ま
し

た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
表
2

の
よ
う
に
、
戸
別
募
金
の
他
に
篤
志

募
金
等
を
加
え
総
額
三
七
四
、
三
八

四
円
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
募
金

―
二
月

ょ
,

9
 中
に
‘
肱
川

町
社
会
福
祉

協
議
会
と
民

生
委
員
協
議

会
の
皆
さ
ん

に
よ
り
、
長

期
療
養
者
、

施
設
入
居
者
、

ね
た
き
り
病

人
等
一

0
四

人
の
皆
さ
ん

の
施
設
や
自

宅
を
訪
問
し

（表2)
［収入】

歳末たすけあい募金の実績
【支出］

種 別 金額

戸別 募金 318,324 

篤 志募金 46,060 

上鹿野川子供会 9,100 

藤田福助 10,000 

大谷白百合会 I, 000 

内
都谷征也 260 

山田桟吉 10,000 

!II 田 脱 500 

ヤクルト 11,200 
訳
堀 JI¥美穂 1,000 

河野千代美 1,000 

二宮ヒロ ミ 1,000 

堀 JII 直美 1,000 

町 殿 員紐合 10,000 

A ロ 計 374,384 

種 別 記分額

長期療養者 18人 63,000 

植設関係者 25人 87,500 

ねたきり病A 47人 141,000 

ポーダーライン 14戸 47,500 

福祉籍設 11箇設 33,000 

社会福祉協議会 2,384 

合 計 374,384 

共
同
募
金
会

1
0
四
人

の
方
々
と
共

に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ

ま
す
。

て
、
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
を
伝

え
な
が
ら
募
金
を
お
届
け
し
ま
し

こ
。
f
 歳
末
募
金
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 堀大

川野

史

朗和

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

謹
ん
て
新
年
の
あ
よ
ろ
こ
ぴ
を
申
上
げ
ま
可
。

厳
し
力
つ
だ
五
十
五
年
を
送
り
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
迎
ス

ら
れ
だ
こ
と
と
拝
察
し
、
囲
民
各
位
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
上
げ
ま
可
。

新
し
い
年
も
多
く
の
困
難
ガ
予
想
さ
れ
ま
弓
ガ
、
私
だ
ち
は

そ
れ
に
屈
す
る
こ
と
な
く
前
珪
を
続
け
て
い
力
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

肱
川
の
町
づ
く
り
の
だ
め
懸
命
の
努
力
を
可
る
所
存
で
弓
の

で
変
り
な
き
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
ね
ガ
い
申
上
げ

ま
す
。良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

だ
し
ま
可
。

昭
和
五
十
六
年
一
月肱
川
町
長

議
会
議
長
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長寿は女性に軍配
今年も新春にあたり、恒例の長寿番付表を発表します。

東の正横綱は、共栄の長田トクノさん101オ、長田さんは今なお

元気で、 記録はまだまだ伸びそうです。

また、 90オ以上の方は、昨年の10人に対し 7人と若干減りました

か、全体では、この番付表に載ります84オ以上の方は、昨年の50人

に対し53人と、年々増加の傾向にあります。

内訳を見ますと、男性か20人と女性か33人で、女性か62％を占め

ています。

今年も、ここに番付されました53名の皆様が、お元気で過ごされ

るようますますの不老長寿をお祈りいたします。

肱川町長寿番付表 （昭和56年 1月1日現在）

東 l 西

部落 氏名 生年月日 年齢 部落 氏名 生年月日 年齢

共 栄 長田ト クノ 明治12.11.12 101 横絹i下嵯峨谷 川本宗治 明治21.7,14 92 

広 常 久保尚尾 21.11.15 92 張出横綱

上鹿野川 橋本音吉 22. 8. 5 91大 関市の畦 川中ハル 22. 9.26 91 

嘉 城 城戸イワノ 22.12. 31 91 張出大関 上鹿野川 久保田春治 23. 4. 2 90 

下嵯峨谷 宮田キチ 24. 10. 4 89関 脇 柳 増田ヨリ 24.12.26 89 

山 槌 有友三好 25. 1. 9 88小 結瓜生谷 浅松ツル 25. 9.11 88 

郷 岡島マツェ 25. 10.13 88 前頭 士、炉ヒヽ 栄 小山 定雄 26. 1.18 87 

下鹿野川 二宮箕実 26, 1. 20 87 2 小 藪 二宮ヲスエ 26. 1. 24 87 

嘉 城 山本亀治 26. 1. 28 87 3 嘉 城 蔽田仙三郎 26. 3. 3 87 

下嵯峨谷 上本キチ 26. 3. 28 87 4 白 石 三好ハナエ 26. 5.11 87 

中 津 宮田 ヨ子 26. 7.17 87 5 中 野 今岡美寿 26. 8. 2 87 

広 常 森カツヨ 26. 11. 25 87 6 大 平 石谷トナミ 26. 12. 30 87 

小 藪 中居イマヨ 27. 3. 6 86 7 白 石 寺中サヲ 27. 5. 3 86 

道野尾 北川清勝 27. 6.11 86 8 :It 彎／ 栄 寺野ツ子ヨ 27. 6.16 86 

上嵯峨谷 高橋安一 27. 11.14 86 ， 柳 東 ヲム 28. 2. 4 85 

山 槌 中村スエノ 28. 2.10 85 t 両 森 兵頭モン 28. 3.31 85 

上嵯峨谷 高橋クニョ 28. 4. 8 85 2 下鹿野川 亀田ヌイ 28. 5. 8 85 

藤の原 藤見美海 28. 5.26 85 3 上嵯峨谷 和気才助 28. 6. 4 85 

久 保 大塚トラヲ 28. 6. 4 85 4 汗 生 高本正光 28.7.17 85 

上鹿野川 大越モトエ 28. 7. 30 85 5 菟野尾 桧田八重子 28.11.26 85 

郷 村田ハツノ 28. 12. 1 85 6 柳 森岡ツルヨ 29. 1. 1 85 

上鹿野川 久保日ヲスエ 29. 1. 4 84 7 上敷水 岩本寿賀松 29, 2. 25 84 

広 常 竹田シゲヨ 29. 3.14 84 8 下鹿野川 福田 永 29. 3.15 84 

上森山 上田シカ 29, 3. 23 84 ， 瓜生谷 東 シマ 29. 4.17 84 

大 平 上田クマヲ 29. 4,20 84 IO 町 上甲久恵 29. 6. 25 84 

敷 水 森本鹿市 29. 8.19 84 11 藤の原 清水勝三 29. 8.26 84 

瓜生谷 堀川 広衛 29, 9. 25 84 12 上鹿野川 山内広市 29. 10.10 84 

町
内
で
働
く
若
者
と
町
外
で
働
く

肱
川
町
出
身
の
若
者
に
よ
る
若
人
の

集
い
か
、
正
月
二
日
に
肱
川
町
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
肱
川
町

の
農
業
後
継
者

と
青
年
団
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
四
回
目
に
な
り
ま

し
た
。

ふ
る
さ
と
を
再
認
識

新
春
若
人
の
集
い

当
日
は
、
町
内
外
よ
り
五

0
数
名

の
若
者
か
参
加
し
、
大
野
町
長
、
周

藤
農
業
委
員
会
会
長
の
祝
辞
の
あ
と
、

町
内
で
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
ま

と
め
た

“
八

0
年
ひ
じ
か
わ
“
と
題

す
る
ス
ラ
イ
ド
が
写
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
立
食
パ
ー
テ
ィ
に
移
り
‘

フ
ィ
リ
ン
グ
カ

ッ
プ
ル

5
対

5
等
の

ゲ
ー
ム
、
歌
、
ダ
ン
ス
等
を
楽
し
み

予
定
の
時
間
を
一
時
間
以
上
も
オ
ー

バ
ー
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
集
い
が
開
か
れ
る
ま

で
に
は
‘
町
内
の
青
年
達
か
昨
年
の

1
0月
よ
り
実
行
委
員
会
を
結
成
し

準
備
に
当
っ
た
も
の
で
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
よ
る
参
加
呼
び
か
け
お
よ
そ
五

0
0人
、
看
板
‘
会
場
の
飾
り
つ
け
等

す
べ
て
自
分
達
の
手
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
み

な
さ
ん
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
集
音
マ
イ
ク
一

〇
独
特
の
「
営
農
推
進
会
議
」
シ

ス
テ
ム
か
農
政
局
に
も
認
め
ら
れ
、

農
構
関
係
者
の
視
察
来
町
ぞ
く
ぞ

く
。
（
彫
偽
島
根
県
、
％
徳
島
県
よ
り
）

0

一
部
の
団
貝
か
ら
「
召
集
時
刻

か
遅
い
ぞ
I.
」
の
声
、
力
の
入
っ

た
非
常
召
集
訓
練
で
し
た
。
（
桝

防
火
デ
ー
、
正
山
小
に
て
）

〇
霙
と
寒
風
、
お
参
り
の
足
も
い

さ
さ
か
鈍
ぶ
り
ま
し
た
。
（
％
山

鳥
坂
お
恵
美
須
さ
ま
）

0
補
正
予
算
、
職
員
の
給
与
改
定

等
一
九
議
案
を
可
決
（
％
ー
％
第

一
四
一
回
町
議
会
定
例
会
）

〇
鉄
骨
平
屋
建
八
三
六
・
一
平
方

メ
ー
ト

ル
の
館
完
成
。
県
美
術
館

長
の
「
立
派
な
魂
が
入
る
の
を
期

待
す
る
」
の
祝
辞
に
職
員
一
同
緊

張
（
％
農
業
資
料
館
落
成
式
）

0
約
三
七
万
円
の
ま
ご
こ
ろ
、

町

民
皆
ん
な
か
暖
か
い
正
月
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
％
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
配
分
会
）

〇
冷
夏
長
雨
不
況
不
作
を
精
算
、
包

み
込
む
か
如
＜
、
記
録
的
な
大
雪
、

岱
林
部
落
五

0
セ
ン
チ
（
％
i
%
大

雪
強
風
異
常
乾
燥
注
意
報
発
令
）

〇
寒
い

中
、
町
民
の
安
ら
か
な
眠

り
を
守
り
深
夜
の
巡
回
、
雪
の
中

本
当
に
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

(
%

ー
％
消
防
団
年
末
特
別
警
戒
）

〇
雪
の
た
め
不
参
加
も
あ

っ
た
が
、

約
五
0

人
の
若
人
の
熱
気
む
ん
む
ん
‘

地
元
青
年
制
作
の
町
内
年
中
行
事
の

ス
ラ
イ
ド
に
ふ
る
さ
と
を
再
認
識
‘

好
評
で
し
た

。

(
½
若
人
の
つ
ど
い
）
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法
ま
も
る
心
ガ
築
く
よ
い
社
会
ー

法
律
は
、わ
だ
し
た
ち
ガ
日
常
の
社
会

生
活
を
秩
序
正
し
く
営
ん
で
い
く
だ

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
可
。

同
時
に
、
安
全
で
幸
せ
な
生
活
を

実
現
し
て
い
く
だ
め
の
11

後
ろ
届
“

配
偶
者
の
相
続
分
か
、
子
と
と
も

に
相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
二
分
の

-
（
今
ま
で
は
三
分
の
一
）
、
被
相

続
人
（
死
亡
し
た
人
）
の
直
系
尊
属

（
両
親
）
と
と
も
に
相
続
す
る
と
き

は
三
分
の
二
（
同
二
分
の
一
）
、
被

相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
相
続

す
る
と
き
は
四
分
の
三
（
同
三
分
の

二
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

同
時
に
、
配
偶
者
に
対
す
る
相
続

税
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
続
額
が
遺

産
の
二
分
の
一
以
下
（
今
ま
で
は
三

分
の
一
以
下
）
ま
た
は
四
千
万
円
以

に
な
っ
て
く
れ
る
の
も
法
律
で
す
。

そ
の
だ
め
に
は
、
ま
ず
法
律
を
知

る
こ
と
ガ
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
、
先
の
国
会
で

一
郎
改
正
さ
れ
だ
「
民
法
」
の
主
な

改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
寄
与
分
制
度
」
を
新
設

寄
与
分
制
と
は
‘
亡
く
な
っ
た
人

の
財
産
を
維
持
し
た
り
増
や
し
た
り

す
る
の
に
努
力
し
た
相
続
人
に
対
し
、

そ
の
分
を
”
ご
苦
労
賃
“
と
し
て
、

上
積
み
し
て
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
認

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

］＊
杭
人
全
員
の

例
え
ば
、
農
家
や
商
店
な
ど
で
、

長
年
、
父
を
助
け
て
家
業
を
続
け
て

き
た
息
子
か
、
父
の
遺
産
を
相
続
す

る
場
合
、
寄
与
分
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。寄
与
分
の
額
は
‘

i-怠
塁
~
1
-
3
 

下
の
場
合
は
、
課
税
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

配
偶
者
の
相
続
分
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

「
遺
留
分
」
と
は
、
相
続
人
が
取

得
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
最
低
限

度
の
財
産
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
遺
留
分
は
、
直
系
卑

属
（
子
や
孫
）
の
み
か
相
続
人
の
場

合
、
及
び
直
系
卑
属
と
配
偶
者
が
相

続
人
の
場
合
は
相
続
財
産
の
二
分
の

-
、
そ
の
他
の
場
合
は
相
続
財
産
の

三
分
の
一
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
‘
こ
の
う
ち
「
相

続
財
産
の
三
分
の
一
」
と
さ
れ
て
い

る
「
そ
の
他
の
場
合
」
の
中
で
、
①

法
律
は
幸
せ
な
暮
ら
し
の
II

後
ろ
眉
II

配
偶
者
の
み
が
相
続
人
の
と
き
、
②

配
偶
者
及
び
直
系
尊
属
が
相
続
人
の

と
き
、
ま
た
は
③
配
偶
者
及
び
兄
弟

姉
妹
か
相
続
人
の
と
き
の
遺
留
分
が
、

相
続
財
産
の
二
分
の
一
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
配
偶
者
の
相
続
分
か
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
遺
留

分
に
つ
い
て
も
、
相
続
人
中
に
配

偶
者
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
す
べ

て
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

こ
。
f
 

「
遺
留
分
」
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

こ
れ
ま
で
は
、
代
襲
相
続
人
（
相

続
人
か
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
相
続
す

る
こ
と
か
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

代
わ
り
に
相
続
す
る
人
）
の
範
囲
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、

被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
か
相
続
人
で

あ
る
場
合
の
代
襲
相
続
人
は
、
兄
弟

姉
妹
の
子
（
被
相
続
人
の
お
い

、
め

い
）
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
続
に
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

、話
し
合
い
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
、
折
り
合
い
か
つ
か
な
い
と
き

は
、
寄
与
し
た
相
続
人
の
請
求
（
申

立
て
）
に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
が

寄
与
分
を
定
め
ま
す
。

民
法
の
改
正
・
今
年
の
一
月
一
日
か
ら
施
行

多
く
の
人
は
、
高
い
熱
に
対

し
て
は
敏
感
す
ぎ
る
ほ
ど
な
の

に
、
徴
熱
に
は
無
感
心
の
よ
う

で
す
。
し
か
し
徴
熱
の
方
か
、

む
し
ろ
重
大
な
疾
患
か
か
く
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

長
く
続
く
と
き
は
要
注
意
で
す
。

徴
熱
と
は
三
七
度
か
ら
三
七
・
九

度
の
熱
を
い
い
ま
す
か
、
実
際

に
多
い
の
は
‘
三
七
度
二
、
三

分
か
ら
せ
い
ぜ
い
五
分
く
ら
い

の
も
の
で
す
。

徴
熱
と
い
う
と
、
昔
は
ま
ず

結
核
か
疑
わ
れ
ま
し
た
。
最
近

は
‘
過
去
の
病
気
と
な
っ
た
感

じ
の
結
核
で
す
か
、
実
は
ど
の

伝
染
病
よ
り
も
患
者
が
多
く
‘
と

く
に
成
人
や
老
人
の
結
核
か
目

立
ち
ま
す
。

や
は
り
徴
熱
が
続
く
と
き
は
‘

結
核
に
も
注
意
し
た
い
も
の
で

す
。バ
セ
ド
ウ
氏
病
や
貧
血
‘
慢

性
の
化
膿
性
炎
症
（
胆
の
う
炎
、

ボ
ウ
コ
ウ
炎
、
中
耳
炎
）
な
ど

も
疑
わ
れ
ま
す
し
、
自
覚
症
状

の
な
い
悪
性
膿
ヨ
ウ
の
た
め
に

出
て
い
る
徴
熱
な
の
に
そ
れ
が

わ
か
ら
ず
、
原
因
不
明
の
徴
熱

と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
総
合
病
院
で
全
科

に
わ
た
っ
て
の
精
密
検
査
を
受

け
た
い
も
の
で
す
。

徴
熱
に
も
注
意

＿
―
口
医
学
一



(5) 広 報 ひ じ 力> オ） 56. 21 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

芦
1,303戸1,329戸

守 167戸

i 
も

国勢調査人口並びに世帯数
濠（ ）の数字は．冊帯人員

l.t 

ヽ`＇’3
五
、
四
三
三
人

4
 

>.'‘— 

¢̀..J 

1,600 

1,133戸 1,102戸「1,200

(3.9) 
(3.7) 

(3.6) 
800 

昭
和
五
五
年
は
、
二
月
に
世
界
農

林
業
セ
ン
サ
ス
、

一
0
月
に
国
勢
調

査
と
大
き
な
調
査
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
員
を
は

じ
め
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
‘
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

両
調
査
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ー
国
勢
調
査
ー

肱
川
町
の
国
勢
調
査
人
口
は
、
四

千
人
を
少
し
切
っ
て
三
、
九
七
二
人

と
な
り
ま
し
た
。

ー
―
-
、
九
七
二
人

～

四
、
一
九

0
人

四
、
五
八
八
人 400 

、f
l̂ 

人

年

し
か
し
、
三

0
年
か
ら
四
五
年
ま

で
は
年
平
均
一
八

0
人
減
少
し
て
い

た
も
の
が
、
四
五
年
か
ら
五

0
年
ま
も

で
は
八

0
人
、
五

0
年
か
ら
五
五
年
＃
f

ま
で
は
四
四
人
と
、
四
五
年
か
ら
は

減
少
か
鈍
化
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
一
世
帯
当
た
り
の
人
員
は
‘

五
五
年
は
三
・
六
人
で
、
三

0
年
よ

り
二
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

ー
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
ー

農
家
数
は
、
昭
和
五

0
年
八
三
三

戸
よ
り
四
五
戸
減
少
し
て
七
八
八
戸

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和

50
年

昭
和

45年

昭
和

40年

昭
和

35年

昭
和

30
年

昭
和

55年

戸
数

農
家
を
専
兼
業

別
に
み
る
と
、
専

業
農
家
は

一
六
四

戸
で
、
五
年
間
に

三
三
戸
増
加
し
て

お
り
、
全
国
的
な

傾
向
で
す
。

兼
業
農
家
は
六

ニ
四
戸
で
、
前
回

よ
り
七
八
戸
減
少

し
て
兼
業
化
率
も

七
九
・
ニ
％
と
5
ポ

ィ
ン
ト
下
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
臨

時
、
日
雇
の
就
労

機
会
の
減
少
、
恒

常
的
勤
務
の
増
加
、

農
業
就
労
人
口
の

高
齢
化
な
ど
が
主

な
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

国
勢
調
査
人
口
は
三
、
九
七
二
人

人
口
減
少
率
は
大
幅
に
鈍
化

昭和55年国勢調査並ぴに世界農林業センサス結果

区分

兼第:1 種家 兼第；2 種家世帯数 計 男 女 農家数 専；家

部落名

小畑井 7 24 13 11 7 

゜
5 2 

萩野尾 7 28 11 17 6 

゜゜
6 

汗 生 29 90 40 50 22 5 6 11 

道野尾 16 76 40 36 14 

゜
2 12 

上森山 29 112 54 58 26 3 8 15 

山 槌 26 82 40 42 20 2 1 17 

協 生 35 140 71 69 29 5 6 18 

嘉 城 26 123 61 62 22 l 2 19 

共 栄 37 136 78 58 36 7 7 22 

中居谷 58 257 135 122 53 16 14 23 

小 計 270 1,068 543 525 235 39 51 145 

白 石 24 94 45 49 23 10 5 8 

影 地 18 65 38 27 18 3 2 13 

広 常 48 147 73 74 33 ， 12 12 
久 保 39 128 59 69 31 6 3 22 

大 平 30 126 70 56 27 5 3 19 

大屋敷 17 81 44 37 17 

゜
5 12 

森 12 66 33 33 12 3 2 7 

小 計 188 707 362 345 161 36 32 93 

肱 栄 13 46 23 23 11 

゜
4 7 

大 和 42 140 69 71 18 3 7 8 

中 野 63 230 104 126 36 6 3 27 

小 藪 56 236 118 ll8 53 14 5 34 

下鹿野川 62 208 97 111 

17 5 3 ， 
上鹿野川 96 284 147 137 

京 造 8 36 15 21 

14 7 1 6 

見の越 6 36 17 19 

月の尾 14 5.4 25 29 14 8 4 2 

小 計 360 1,270 615 655 163 43 27 93 

下敷水 19 60 31 29 

敷 水 23 84 41 43 47 6 17 24 

上敷水 12 45 16 29 

下嵯峨谷 19 75 44 31 18 6 3 ， 
上嵯峨谷 13 51 24 27 13 2 4 7 

菟野尾 25 71 30 41 
22 5 7 10 

橡の木瀬 12 33 17 16 

小 計 123 419 203 216 100 19 31 50 

柳 19 58 27 31 

37 8 7 22 

郷 21 68 30 38 

市之畦 12 48 24 24 

29 4 5 20 

瓜生谷 19 67 34 33 

町 32 82 37 45 14 6 1 7 

藤之原 24 85 38 47 20 5 8 7 

小 計 127 408 190 218 100 23 21 56 

小 倉 6 23 13 10 

29 4 7 18 

中 津 28 77 38 39 

小 計 34 100 51 49 29 4 7 18 

合 計 1,102 3,972 1,964 2,O'. 788 164 169 455 

前(50回年比） △ 31 △ 218 △ 89 △ 129 △ 45 33 △ 111 33 

増加率 △ 2. 7 △ 5.2 △ 4.3 △ 6.0 △ 5.7 20,1 △65.7 7.3 
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大
野
町
長
が

立
候
補
表
明

―
二
月
定
例
町
議
会
は
‘
―
二
月
一

0
日
か
ら
四
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
提
出
議
案
す
べ
て
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
‘
二
人
の
議
員
か
六
頃
目
に
つ
い
て
行

昭
和
五
二
年
三
月
に
町
長
就
任
以

来
、
各
方
面
の
ご
支
援
に
よ
り
ま
し

て
、
行
政
的
に
は
素
人
の
私
に
も

ぱ
つ
ほ
つ
状
況
も
分
か
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
し
、
自
分
な
り
に
自
治
行
政

の
た
め
役
立
っ
て
い
け
る
と
い
う
信
念

を
強
く
も
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
今
日
ま
で
お
育
て
を
賜
り
ま

し
た
住
民
各
位
の
お
陰
で
あ
る
と
、

深
く
感
謝
を
申
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
、
来
る
べ
き
町
長
選

挙
に
立
候
補
し
て
、
続
い
て
町
政
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
の
発
展

に
努
力
し
て
ま
い
る
こ
と
か
、
皆
様

に
対
す
る
ご
恩
返
し
に
な
る
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
般
質
問

0

人
口
の
減
少
と
そ
の
対
策

問
先
般
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
で

も
当
町
の
人
口
は
減
少
し
て
い
る
。

お
互
い
は
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
心
配
も
し
、
努
力
を
し
て

い
、
こ
れ
に
対
し
て
町
長
が
答
え
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
前
の
町
長
あ
い
さ
つ
の
際
、
来
年
二
月

に
執
行
予
定
の
町
長
選
挙
に
、
第
二
期
を
目
ざ
し
て
立

候
補
の
意
志
表
明
か
あ
り
ま
し
た
。

い
る
も
の
の
、
現
在
で
は
肱
川
町
も

町
と
し
て
の
体
裁
も
な
い
感
じ
か
し

て
い
る
。
行
政
的
に
は
、
工
場
誘
致

と
か
、
町
内
に
働
き
場
を
作
る
施
策

紅
じ
ら
れ
て
は
い
る
か
、
抜
本
的
対

策
か
見
当
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

現
状
を
考
え
る
と
き
、
議
会
に
も

用
地
対
策
特
別
委
員
会
を
設
け
検
討

も
し
て
い
る
が
、
取
敢
え
ず
の
措
置

と
し
て
、
住
宅
用
地
の
確
保
か
急
務

と
思
つ
か
、
そ
の
対
策
と
こ
れ
ら
に

関
連
す
る
経
過
か
聞
き
た
い
。

答
人
口
の
減
少
は
誠
に
残
念
で
あ

る。
住
宅
用
地
の
こ
と
は
、
全
的
的
な

課
題
と
し
て
の
認
識
も
あ
っ
て
、
議

会
に
も
特
別
委
員
会
の
設
置
も
さ
れ

て
、
研
究
努
力
を
い
だ
だ
い
て
い
る

し
、
順
次
適
地
を
確
保
し
宅
地
造
成

を
行
う
万
針
で
あ
る
。
現
在
下
石
丸

地
区
に
、
四
巴
坪
余
り
の
土
地
の
分

譲
を
受
け
る
貝
込
ガ
立
ち
、
宅
地
造

成
を
行
っ
て
い
る
。
他
の
場
所
に
つ

い
て
も
交
渉
中
の
も
の
や
検
討
し
て

い
る
も
の
ガ
あ
り
、
な
る
べ
く
早
く

取
得
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

公
営
住
宅
も
計
画
的
建
設
に
努
め

て
い
る
ガ
、
土
地
確
哀
ガ
難
力
し
く

苦
慮
し
て
い
る
。
し
力
し
、
来
年
度

は
是
非
と
も
建
設
し
だ
い
。

町
制
施
行
の
要
件
で
あ
る
人
口
五

干
人
を
割
つ
て
い
る
ガ
、
合
後
町
の

発
展
を
は
力
り
、
肱
川
町
の
存
在
を

明
確
に
し
て
い
き
だ
い
。

0

町
有
財
産
の
整
備
に
つ
い
て

問
町
有
林
は
町
内
各
所
に
散
在
し

て
い
て
、
管
理
も
難
か
し
い
し
、
十

分
と
言
え
な
い
。
ま
た
‘
境
界
の
こ
と

で
問
題
も
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

地
方
改
普
事
業
等
に
九
千
五
百
万
円
を
補
正

予
算
総
額
-.. 

四
億
円
に
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効
率
的
な
経
営
の
た
め
、
面
積
の

小
さ
い
と
こ
ろ
な
ど
は
処
分
を
し
て
、

ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
購
入
さ
れ
て

は
ど
う
か
。

答
あ
話
し
の
と
お
り
町
有
林
は
小

さ
い
面
積
の
も
の
も
あ
る
ガ
、
一
般

的
に
言
っ
て
、
処
分
は
易
い
ガ
取
得

は
難
力
し
い
。

町
内
で
も
、
林
地
の
流
動
も
あ
る

の
で
、
そ
の
時
の
椙
況
カ
カ
わ
り
あ

い
を
見
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
し

だ
い
。

〇
寝
た
き
り
病
人
に
つ
い
て

問
福
祉
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、

当
町
に
お
い
て
も
寝
た
き
り
の
人
に

対
し
て
、
町
を
は
じ
め
関
係
団
体
に

お
い
て
、
そ
れ
な
り
の
援
助
か
な
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
仕
事
に
当
っ
て
お

ら
れ
る
関
係
者
に
感
謝
を
申
上
げ
る
。

寝
た
き
り
病
人
の
場
合
は
、
何
を

す
る
に
も
人
手
を
必
要
と
す
る
た
め
、

介
護
を
さ
れ
る
方
の
ご
苦
労
は
大
変

で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
町

長
は
先
月
寝
た
き
り
病
人
を
訪
問
し
、

本
人
や
家
族
の
方
を
慰
問
激
励
さ
れ

た
由
、
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
老
夫
婦
の
家

庭
で
、
主
人
か
寝
た
き
り
で
、
老
夫

人
は
病
人
の
世
話
と
家
事
の
た
め
、

他
の
仕
事
か
で
き
な
い
の
で
、
経
済
的

に
も
困
っ
て
お
ら
れ
る
と
耳
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
特
別
な
家
庭
へ
は
‘

た
だ
激
励
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。
何
ら
か
の
援
助
を
し
て
お
ら

れ
る
の
か
、
さ
れ
て
い
な
い
の
な
れ

ば
、
援
助
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な

ヽ
~

゜

し
カ

答
寝
だ
き
り
病
人
の
家
庭
訪
問
は
、

皆
さ
ん
力
ら
大
変
喜
ん
て
い
厄
だ
き

自
分
と
し
て
は
今
後
と
も
続
け
て
い

く
つ
も
り
で
可
。

そ
れ
ぞ
れ
家
庭
の
事
情
は
違
う
ガ
、

ど
の
あ
家
て
も
ご
病
人
を
大
切
に
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
と
っ
だ
。

町
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
を
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
、
入
浴
乾
燦
車
の
利
用
と
カ

新
規
事
業
と
し
て
は
、
在
宅
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
の
派
這
、
特
殊
寝
台
の
貸
出
し

を
希
望
者
に
利
用
願
つ
て
い
て
、
特

別
な
経
斎
援
助
は
し
て
い
な
い
。

独
居
老
人
、
老
人
家
庭
、
寝
だ
き

り
病
人
の
こ
と
は
、
い
つ
も
考
え
て

い
る
ガ
、
特
別
な
対
策
に
つ
い
て
は

関
係
者
と
諮
り
研
究
い
だ
し
だ
い
。

〇
持
ち
家
住
宅
の
促
進
に
つ
い
て

問
過
疎
化
の
こ
と
は
各
地
に
お
い

て
問
題
に
な
っ
て
い
る
し
、
当
町
も

例
外
で
は
な
い
。
町
制
施
行
の
要
件

で
も
人
口
五
干
人
か
必
要
な
の
に
、

国
勢
調
査
の
人
口
か
四
千
人
を
割

っ、

た
こ
と
は
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

過
疎
化
の
歯
止
め
策
と
し
て
は
‘

企
業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
増
大
と
、

住
宅
用
地
の
確
保
に
よ
っ
て
住
宅
の

増
加
を
考
え
る
こ
と
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
立
地

の
点
か
ら
企
業
の
誘
致
は
大
き
な
期

待
は
も
て
な
い
。
住
宅
用
地
は
小
規

模
で
あ
れ
ば
、
町
内
の
各
所
に
お
い

て
造
成
は
可
能
で
あ
る
。

定
住
す
る
町
民
を
増
や
す
た
め
に

は
、
公
営
住
宅
で
な
く
持
ち
家
住
宅

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
持
ち
家
住

宅
の
建
設
を
促
進
す
る
方
策
と
し
て
、
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住
宅
用
地
を
格
安
で
希
望
者
に
提
供

で
き
る
よ
う
な
条
例
な
り
規
則
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

答
宅
地
造
成
は
、
一
軒
、
一
面
の

と
こ
ろ
で
も
や
り
だ
い
と
思
っ
て
い

る
ガ
、
こ
れ
と
て
実
際
に
は
容
易
で

な
い
。
各
位
の
協
力
を
得
て
、
小
規

模
の
と
こ
ろ
で
も
や
っ
て
い
く
。

娯
で
も
、
新
し
く
住
宅
政
策
を
打

出
し
だ
ガ
、
こ
れ
と
て
宅
地
ガ
あ
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
、
公
営
住
宅
を

建
て
、
成
る
年
数
ガ
経
て
ば
住
宅
を

払
い
下
げ
る
制
度
て
あ
る
ガ
、
当
町

に
お
い
て
も
研
究
し
て
み
だ
い
。

宅
地
の
こ
と
は
実
に
難
力
し
い
ガ
、

町
民
各
位
の
ご
協
刀
を
あ
願
い
し
、

今
後
と
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
だ
い
。

0
県
道
大
谷
、
蔵
川
線
の
バ
イ
パ
ス

な
ど
に
つ
い
て

問
県
道
大
谷
、
蔵
川
線
の
改
良
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
強
く
要
望
を

し
て
い
る
か
、
難
工
事
の
関
係
も

あ
っ
て
こ
こ
当
分
は
全
面
改
良
は
望

め
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
質
問
と
併
せ
て
問
題
提

起
を
す
る
か
、
久
下
か
ら
大
屋
敷
ヘ

通
す
る
県
道
の
バ
イ
パ
ス
を
新
設
す

れ
ば
、
距
離
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

工
費
も
改
良
よ
り
新
設
の
方
か
少
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
交
通
安
全
の
上

か
ら
も
喜
ば
し
い
。
更
に
こ
の
道
路

の
周
辺
へ
運
動
公
園
と
か
、
観
光
施

設
を
計
画
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
将
来
の
町
発
展
の

た
め
、
高
い
視
野
に
立
っ
て
考
慮
さ

れ
た
い
。

答
大
き
な
構
想
で
雄
大
な
計
画
と

0

県
立
大
洲
高
肱
川
分
校
の
生
徒
募

集
に
つ
い
て

問
こ
の
分
校
は
、
将
米
の
町
の
担

い
手
、
中
核
と
な
る
人
物
を
育
て
る

施
設
と
受
止
め
て
い
る
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
来
年
度

の
入
学
希
望
者
は
少
な
い
よ
う
で
あ

る
か
、
生
徒
の
募
集
は
学
校
へ
任
す

の
で
な
く
、
全
町
的
な
問
題
と
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
分
校
移
転
の
こ
と
も
、
そ
の

後
の
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
肝
年
の
入
学
生
は
、
学
校
側
の

配
慮
も
あ
っ
て
一
五
名
あ
っ
だ
ガ
、

合
年
は
中
学
生
の
卒
業
者
の
数
も
減

少
し
て
い
る
よ
う
で
、
中
学
校
側
で

も
協
力
を
願
つ
て
い
る
。

来
年
度
は
、
公
立
高
校
の
学
級
数

を
減
口
可
こ
と
ガ
累
議
会
で
も
誦
議

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
の
見
合
も

あ
る
と
思
う
ガ
、
町
と
し
て
は
分
校

移
転
の
要
望
を
し
て
い
る
特
で
も
あ

り
、
定
時
制
高
校
の
認
識
を
喬
め
る

よ
う
な
こ
と
は
賜
要
と
思
っ
ガ
、
全

町
的
に
と
言
っ
て
も
難
力
し
い
問
題

ガ
あ
る
。
分
校
の
教
育
振
興
に
つ
い

て
は
、
周
辺
村
と
当
町
の
関
係
者
な

ど
で
振
輿
会
を
設
立
し
て
努
力
し
て

い
る
。分
校
の
移
転
の
経
過
は
、
後
刻
の

議
晨
協
議
会
で
詳
し
く
脱
明
す
る

ガ
、
明
る
い
貝
逹
し
で
あ
る
。

【
参
考
】

こ
の
分
校
に
つ
い
て
は
、
運
動
場

も
狭
ま
く
‘
校
舎
も
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
、
宇
和
川
の
高
砂
へ
移
転
新

行
政
報
告

0
国
勢
調
査
の
結
果

先
に
行
な
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
結

果
当
町
の
戸
数
一
‘
-
0
二
戸
、
人

口
三
、
九
七
二
人

（五
0
年
調
査
で

は
、
戸
数

一
、
一
三
三
戸
、
人
口
四
‘

一
九
0
人
）
と
な
り
、
五
0
年
対
比

で
は
、
戸
数
減
ニ
・
七
％
、
人
口
減

五
・
ニ
％
と
な

っ
た
こ

と
は
誠
に
残
念

な
こ
と
で
、
今
後
人
口
が
増
え
る
よ

う
に
更
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

〇
退
職
消
防
団
員
報
償
及
び
長
期
無

火
災
の
こ
と

先
般
、
五
二
年
と
五
四
年
に
退
職

を
さ
れ
た
消
防
団
員
に
対
し
、
消
防

庁
長
官
よ
り
授
与
さ
れ
た
賞
状
、
銀

杯
の
伝
達
を
行
っ
た
。
一
五
年
以
上

の
長
期
に
亘
り
勤
続
し
功
績
の
あ
っ

た
五
四
人
か
、
受
賞
の
対
象
者
で
あ

る。
ま
た
、
昨
年
六
月
か
ら
約
一
年
半

の
間
当
町
は
無
火
災
で
あ
る
。
住
民

の
防
火
意
識
と
、
消
防
団
員
の
努
力

に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

0
大
野
水
産
操
業
開
始

か
ね
て
宇
和
川
の
萩
野
尾
へ
建
設

中
で
あ
っ
た
大
野
水
産
の
加
工
場
か
、

―
一
月
四
日
か
ら
、
二
五
人
の
従
業

貝
に
よ
っ
て
、
操
業
に
入
っ
た
。

0

工
事
発
注
状
況

-
0
月
二
八
日
‘
―
二
月
九
日
の

工
事
入
札
は
、
転
作
促
進
対
策
一
件

-
、
五
七
八
万
円
、
災
害
復
旧
一
九
件

思
う
の
で
、
十
分
検

1
さ
せ
て
貰
い
築
を
、
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
る
。

だ
い
。

―
}
 

議
決
事
項

0

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
大
谷
都
谷
文

雄
、
中
居
谷
飛
野
虎
生
の
両
氏
が

任
期
満
了
に
な
る
の
で
、
両
氏
を
再

び
推
薦
す
る
た
め
、
議
会
の
意
見
を

求
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
適
任
の

意
見
を
付
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

0
農
村
工
業
導
入
地
区
の
固
定
資
産

税
特
別
措
置
の
条
例
制
定

企
業
誘
致
の
促
進
を
は
か
る
た
め
‘

企
業
に
対
す
る
固
定
資
産
税
を

一
定

期
間
、
こ
れ
を
免
ず
る
措
置

〇
農
業
資
料
館
設
置
条
例
な
ど

大
駄
場
の
一
角
に
新
設
し
た
農
業

資
料
館
を
、
五
五
年
四
月
一
日
か
ら

開
館
し
、
こ
の
運
営
の
た
め
協
議
会

を
設
け
た
り
、
入
場
料
は
一
人
、
一

二
、
七
六
（
力
円
、
舗
装
五
件
四
‘
六

九
0
万
円
で
あ
っ
た
。

五
0
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

〇
職
員
の
給
与
条
例
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
、
給
料

表
の
改
正
と
、
手
当
な
ど
を
若
干
改

正
す
る
も
の

0

広
域
事
務
組
合
の
解
散
と
広
域
市

町
村
圏
組
合
の
設
立

八
幡
浜
、
大
洲
地
区
に
お
け
る
各

種
事
務
組
合
を
解
散
し
て
、
効
率
的

に
運
営
を
は
か
る
た
め
‘
―
つ
の
組

合
を
設
立
し
処
理
す
る
も
の

0

昭
和
五
五
年
度
一
般
会
計
並
び
に

特
別
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
は
、
今
回
九
、
五
五
三
万

円
を
追
加
し
て
、
予
算
総
額
は
、
一

四
億
二
、
0
一
六
万
円
と
な
っ
た
。
補

正
の
主
な
も
の
は
、
地
方
改
善
事
業

上
中
野
、
広
常
両
地
区
の
道
路
事
業

費
二
、
六
六
六
万
円
、
冷
夏
、
台
風
な

ど
の
農
作
物
災
害
補
助
金
三
二
六
万

円
、
林
業
振
興
費
六
五
二
万
円
、
か

け
く
ず
れ
事
業
費
七
九
五
万
円
、
各
種

災
害
復
旧
事
業
費
―
‘
五
五
五
万
円
、

職
員
給
与
改
定
経
費
な
ど
で
あ
る
。

特
別
会
計
は
、
職
貝
の
給
与
改
定

経
費
と
、
簡
水
会
計
の
工
事
請
負
費

減
額
三
‘
一
七
二
万
円
な
ど
で
、
補
正

後
の
予
算
額
は
、
五
つ
の
会
計
合
計

で
、
三
億
九
、
七
八
五
万
二
千
円
と

な
っ
た
。

0

同
和
対
策
に
関
す
る
意
見
書

同
和
対
策
特
別
措
置
法
＃
更
に
充

実
す
る
よ
う
、
政
府
機
関
へ
要
望
す

る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
議
決

し
た
。
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松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
で
は
‘

昭
和
五
六
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
働
き
な
か
ら
、
ま
た
家
事
を
つ
づ

け
な
か
ら
月
二
回
程
度
日
曜
日
を
利

用
し
て
、
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
か

得
ら
れ
ま
す
。

県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
で

は
、
現
在
一
五
オ
か
ら
六
八
オ
ま
で

の
幅
広
い
年
令
、
職
歴
の
人
た
ち
か
高

校
卒
業
を
目
指
し
、
ま
た
生
涯
教
育
の

一
環
と
し
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

◎
出
願
資
格

0
中
学
校
卒
業
程
度
の
方

0
高
校
中
途
退
学
の
方

0
学
歴
に
関
係
な
く
、
自
分
の
好

き
な
科
目
を
勉
強
し
て
み
た
い
方

◎
学
習
方
法

日
曜
日
を
月

2
回
程
度
利
用
し

て
、
松
山
東
高
校
ま
た
は
南
予
‘

東
予
地
方
の
指
定
校
に
出
校
し
て

授
業
を
受
け
、
定
め
ら
れ
た
学
習

課
題
を
作
成
し
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
出
願
期
間

昭
和
五
六
年
二
月
一
日
か
ら
四

月
一
五
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
も
二

0
歳
に
な
る
と
、
成

人
と
し
て
多
く
の
権
利
と
義
務
か
生

ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の

―
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
商
工

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業

者
に
国
か
行
な
っ
て
い
る
制
度
で
、

二
、
八

0
0万
人
が
加
入
し
、
六

0
0

万
人
の
人
々
が
年
金
を
受
け
て
い
る

一
番
大
き
な
も
の
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険
料

愛
媛
県
水
産
試
験
場
で
は
、
宇
和

海
や
瀬
戸
内
海
へ
、
標
識
を
つ
け
た

マ
ダ
イ
や
イ
シ
ダ
イ
を
放
流
し
、
資

源
を
増
大
さ
せ
よ
う

二
て
い
ま
す。

松
山
市
持
田
町
二
丁
目
ニ
ー
―
二

T
E
L

＝
八
究
—
空
―

lー

＝
―
八
七

電
話
、
郵
便
い
す
れ
で
も
結
構
で
す
。

を
納
め
て
い
れ
ば
、
交
通
事
故
で
障

害
者
に
な
っ
た
り
、
未
亡
人
に
な
っ

た
と
き
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
で

保
障
さ
れ
ま
す
。

職
場
か
変
わ
れ
ば
、
は
か
の
年
金

に
通
算
さ
れ
て
、
掛
け
た
保
険
料
は

無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
最
低
二
五
年
の
保
険
料
を

納
め
る
と
、
老
令
年
金
を
受
け
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
老
後
の
生
活
設
計

が
成
り
立
ち
ま
す
。

二
0
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。
（
大
学
の
学
生
は

任
意
加
入
で
す
。
）

放
流
し
た
魚
の
移
動
や
成
長
度
を

調
べ
‘
放
流
の
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
追
跡
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

標
識
魚
を
釣
ら
れ
た
方
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

成
人
を
記
念
し
て

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

通
信
教
育
で

高
等
学
校
卒
業
資
格
を

横にならんで走るのは

危険です。自転車は左

はしを一列になって通

りましょう。

~I 

常
堀
尾
源
一
さ
ん

長
女
麻
依
子
ち
ゃ
ん

見

の

越

白

尾

公

男

さ

ん

二

男

和

也

ち

ゃ

ん

上
鹿
野
川
金
森
福
明
さ
ん

七

男

明

宏

ち

ゃ

ん

広

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

大

平

河

野

京

造

磯

貝

中

居

谷

村

田

友
俊
さ
ん

(72
オ）

リ
キ
さ
ん

(79
オ）

昌
美
さ
ん

(83
オ）

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

漁
具
標
識
の
種
類
（
で
き
れ
ば
標
識

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
）

と
っ
た
人
の
名
前
、
住
所
（
謝

礼
を
送
る
の
に
必
要
で
す
）
。

と
こ
ろ

I 

ノ‘

と

き

二
月
六
日

一
三
時
ー
一
五
時

肱
川
町
公
民
館

五四

〇
乳
児
健
康
相
談

近
年
の
釣
り
ブ

ー
ム
で
、
町
内
に

も
多
数
の
太
公
望

か
お
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
こ
の
標

識
の
つ
い
た
魚
を

ど
こ
か
で
と
ら
れ

た
時
は
‘
ぜ
ひ
‘

次
の
事
項
を
水
産

試
験
場
ま
た
は
‘

県
水
産
課
、
県
地
方
局
水
産
課
、
各

漁
協
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一

と
れ
た
月
・
日

二

と

れ

た

場

所

三
魚
の
大
き
さ
（
図
参
照
）

長
さ
、
重
さ

く
く
ノ升

,
1
9
9
 

変〗
ー
[
)

コ

、

さ

に

叉

＼
長
尾[
 

跡偏

9

9

9

,
 

識標

担と

当ろ

と

き

二
月
五
日

九
時
ー
一
六
時

肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談
委
員

福

田

保

な
お
、
魚
は
い
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先

0

水
産
試
験
場
（
宇
和
島
市
坂
下

津
）
0八
芸ー
一
五—
0
-―
―
―
-
i
ハ

0

八
幡
浜
地
方
局
水
産
課
（
八
幡

浜
市
松
柏
）
0八
九
竺—
予
—
四
ニ
―

0
行
政
相
談

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

1月26日

2月5日

2月16日

2月25日

担当相談員

山中、桜田

福田、谷本、二宮

戒野、桧田

蔽田、i中野

相談員の自屯相談も受付けます


